
オンライン人口推計研修会
島根県では毎年公民館エリア単位の人口推計を「しまねの郷づくり応援サイト」で公開中で
す。そして、人口推計のさらなる活用促進のため、中山間地域研究センターでは、将来の人
口構造をシュミレートできる「Excel版人口推計シート」をご用意し、見方や使い方の研修をオ
ンライン開催します。

人口推計は人事異動された方や新任の方に特に知って欲しい内容です！

開講日程：令和3年 4月28日 (水) 10時30分～ V-cube
5月12日 (水) 10時30分～ Zoom
5月19日 (水) 10時30分～ V-cube 
5月26日 (水) 10時30分～ Zoom

受講定員 各回定員15名

受講要件 操作実習を行うため、PCは1人1台での受講をお勧めします（web接続不要）

確保、準備が難しい場合は2～3名につき1台の割合でご準備願います

受講時間 60分 ＋ 質疑応答

講 師 LLP CAMELab.人口推計インストラクター、中山間センター地域研究科

申込期間 令和3年4月5日（月）から4月23日（金）

対 象 県内の行政職員、集落支援員、地域おこし協力隊等

配信方式 V-cube・Zoom 各回配信方法が異なります。ご注意ください。

人口推計を使って、将来を見越した地域の計画づくりに活用できます

活用事例の紹介により、複数の活用方法を学べます

人口推計の考え方や仕組みが理解でき、操作できるようになります

定住増加シミュレーション機能を用い、具体的な定住目標を設計できます

お問合せ
島根県中山間地域研究センター 地域研究科 〒690-3405 島根県飯石郡飯南町上来島1207番地
TEL：0854－76－3830 FAX：0854－76－3758 E-mail：ck-chosa@pref.shimane.lg.jp

初めて地域づくり支援に関わる方
振興計画やビジョンの設計、
定住施策等に携わる方

人口推計に関心のある方、既に地域に携わっている方も受講できます

地域での活用方法を知りたい方
研修会場まで出向かず、気軽に
受講したい方

こんなことを学べます！

こんな方におススメ！



3.2

都道府県名 市町村名 地区名

リスト選択→

1.コーホート変化の割合(2014年・2019年より算出) ※補正値を含める 定住世帯組数　増加目安
30年後に 維持 1割減 2割減

人口 3 .2 2 .6 2 .0

小学生 1 .9 1 .6 1 .2 毎年 世帯の30代前半夫婦が4歳以下の子どもを連れてUIターン

中学生 3 .0 2 .5 2 .0 毎年 世帯の20代前半夫婦がUIターン

毎年 世帯の60代前半夫婦がUIターン

組

※40%以内に収まれば高齢化率は悪化していないものとする

30年後  2019年と比較して ↓リストから条件を選択してください

2.年代別人口

 ↑編集しないでください

2-2.年代別人口

3.総人口・高齢化率

4.小学校・中学校の人口

5.年少人口（０～１４歳）

3.2

3.2 0.0

0.5

島根県 飯南町 来島 人口推計に利用したデータ

386385002地区ID飯南町 来島

毎年

毎年

毎年

3.2

人口総数と小学生数が維持、高齢化率が悪化しない

高齢化率が悪化しない

0.0

0.0

世帯の60代前半夫婦がU・Iターン

世帯の20代前半夫婦がU・Iターン

世帯の30代前半夫婦が4歳以下の子どもを連れてU・Iターン

住民基本台帳(外国人含む)
※2012-2017年について雲南市及び美郷町は外国人を含まない2019年

30年後に
人口総数および小学生数が維持され、高齢化率が悪化しない
条件をすべて満たす定住組数

3.2

シミュレーション

2014年
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【※定住増加数の基本単位】
定住増加数は、①30代前半夫婦と4歳以下の子連れ世帯

②20代前半夫婦世帯

③60代前半夫婦世帯

①+②+③の3世帯を基本単位の 『 組 』 とする。
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2019年

2019年

予測値 2049年 予測値 2049年

島根県 中山間地域研究センター 人口推計シート ver.2.3.2 -2019

定住増加シミュレーション

※ 「～4」は基準年の0～4歳と（基準年-5年）の0～4歳の単純比較
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人口推計シートで出来ること

■島根県内全ての公民館エリア
単位の推計を示すことが出来ます。

■地区内の人口を5歳毎に区切
り、世代毎の人口増減の特徴を
把握することで、具体的な定住対
策が検討できます。

■任意の定住人口を入力すると、
直近の人口動態に基づいた推計
値を示すことが出来ます。

■小・中学校に通う子供の人口を
個別に表示できます。学校運営の
予測にも活用できます。

申込方法

市町村
中山間地域研究センター

個別PC 又は 会議スタイル

研修インストラクター

オンライン

お申込みメールアドレス

ck-chosa@pref.shimane.lg.jp

■お申込み記載事項
①受講自治体または団体名
②代表者名
③連絡用メールアドレスと電話番号
④受講希望者名、所属、役職（複数名受講
の場合は全員記載して下さい）
⑤受講希望日

→申込期間終了後、担当者から日程や内容
についてご連絡差し上げます。

開講のイメージ

○○町 ○○地区

主催：島根県中山間地域研究センター 協力：LLP CAME Lab.
この研修会はLLP CAME Lab.との共同研究開発の成果を元に構成しています。

■30年後までの人口と高齢化率
の予測値を表示します。


